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■ テニス世界大会への登竜門　フューチャーズ開催

　「ポルシェ軽井沢フューチャーズ 2016」本戦が、5 月 30 日

から 6 月 5 日まで、軽井沢会テニスコートで開催された。同

大会は国際テニス連盟公認の男子テニス大会で、上位国際ト

ーナメントへの登竜門のひと

つ。今年はシングルス 32 名

（予選 32 名）、ダブルス 16 組

が出場し、うちアメリカ、韓

国、オーストラリアから各２

名の海外選手も参加した。

■ 建築を学ぶ都内学生　中軽井沢の魅力を発信

　国内外の都市計画について調査

や研究、提案を行う学生有志団体

「デジタルスタジオ」が 5 月 22 日、

旧ルネッサンスハウス軽井沢で中

軽井沢のまちづくりについて意見

を交わした。2 月に続き 2 回目の開催で、東京理科大学の学

生や地域住民ら約 15 名が参加。大学生からは、外国人観光

客と地元住民の交流の場としてマルシェを開催する案が出

た。ディスカッションに参加した、インターナショナルスク

ール・オブ・アジア軽井沢の生徒 3 人は、外国人観光客向け

の足湯を中軽井沢に設置する案を発表した。

■ 「軽トー 100 年の歩み」展開催

毎年旧軽井沢の軽井沢会テニスコートで開催されている「軽

井沢国際テニストーナメント」が今年 100 年目を迎える。こ

れを記念した展示会が 5 月 13 － 16 日に東京・六本木ヒルズ

で開催された。大会の歴史を伝える写真やドロー表、歴代優

勝者名などの他、軽井沢の歴史年表、また天皇皇后両陛下や

皇太子殿下、秋篠宮殿下らがご出展されたパネルや優勝カッ

プなども公開された。12 日に行

われた記念式典には両陛下も出

席され、懐かしい顔ぶれと談笑

を楽しまれた。展示には約 700

人が訪れ、軽井沢やテニスの歴

史を振り返った。
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■ 冬季国体アイスホッケー競技会へ向け総会を開催

　来年 1 月に軽井沢町で開催する「第 72 回国民体育大会冬

季大会アイスホッケー競技会」の、軽井沢町実行委員会設立

総会が 5 月 27 日、町中央公民館で開かれた。競技会は 2017

年 1 月 27 日から 31 日までの 5 日間、軽井沢風越公園アイス

アリーナで成人男の部を、やまびこスケートの森アイスアリ

ーナ（岡谷市）で少年男子の部を開催。今年 10 月 15 日（土）・

16 日（日）には、大会告知

とカーリング競技人口の拡

大を図るため、軽井沢アイ

スパークで大会デモンスト

レーションとしてカーリン

グを行うことも発表された。

　保護された哺乳の必要な子
犬や子猫を家で預かって世話
をする、登録制の「ミルクボ
ランティア」をあさま動物病
院（御代田町）が募集している。
「4～5時間おきの授乳」「簡単
な日誌をつけて毎日の成長を
記録」「健康観察のため週に数
回は病院を訪問」など、やる
べきことは多いが、説明を受
ければペット初心者でも登録
できる。
　同病院では2005年から、佐
久保健所に預けられた猫や犬
を引き取り、新たな里親を探
す活動を行っている。哺乳が
必要な子犬や子猫は、スタッ
フが交替で家に連れて帰って
世話をしていた。それでも保
健所の全ての子猫を助けるこ
とはできず、昨秋初めてミル
クボランティアを募集。現在4

乳飲み子猫に家で授乳
「ミルクボランティア」募集、里親も

家族のボランティアが
活動中で、5月に入っ
て哺乳の必要な子猫が
増えたため追加募集を
決めた。
　飼育に必要なことは
スタッフが説明してくれる。
ミルクは支給し、哺乳瓶やキ
ャリーケースなどは貸し出す。
「ミルクボランティアが難しい
人は、ミルクを買うための募
金だけでも協力してもらえた
ら」と獣医師の原浩太郎さん。
　ミルクボランティアに登録
した、追分の出版翻訳者小林
美麗さんは5月2日から、生
後間もない3匹の猫を預かり
世話している。当初は3匹と
も体重100gに満たなかったが、
5月30日現在、いずれも500g
近くに成長した。目がぱっち
りと開き、歯も生え始めた。「最

初はミルクを飲んでくれない
ときもあって大変でしたけど、
大きくなっていく姿を見るの
は楽しい」と小林さん。
　あさま動物病院は5月30日
現在、乳飲み子猫、離乳の済
んだ子猫計12匹が里親を募集
中。毎週日曜には、猫を飼い
たい人と猫を引き合わせる「里
親の会」（予約制）を実施して
いる。

　県佐久建設事務所は今年秋をめどに、
軽井沢本通りの東雲交差点から中部電力
軽井沢サービスステーション前まで580m
区間の、電線を地中に埋める工事を始め
る。駅入口から東雲交差点までの区間は
2013年度までに無電柱化が完了している。
景観向上のため、旧軽井沢銀座通りも含
め、サービスステーションより北側の無
電柱化も、将来の構想に入っている。
　まず、雨水を流す都市下水路を歩道か
ら車道の地中に移設したのち、地中に送
電線などを埋設する。車道幅を1m狭め、
西側の歩道幅を現状の3.5mから4.5mに
広げ、両側の歩道に自転車通行帯を設置
する計画だ。工事期間中は片側交互通行
の交通規制が行われる。工期は明らかに
なっていない。

東雲交差点より北側も
景観向上のため無電柱化へ

ミルクボランティアの詳細は、インターネ
ットで「あさま」「ミルクボランティア」と
ワード検索すると、一番上に表示される。
ボランティア・里親会への申し込み、問い
合わせはあさま動物病院（TEL0267-32-
6454）まで。
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